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1 はじめに

競技スポーツにおける採点規則の移り変わりは早い

体操競技においても rlO点満点jや「ウルトラcJな
どの有名な首薬はもはや過去のものとなった. 1官官6

年のモントリオールオリンピックでルーマニアのナデ

ィア・コマネチが10点満点をU[Jき出し，当時のJv-

}vの限界を超越した演技をパーフェクトに行った.そ
の後，多くの選手たちが10点満点を獲得するための

技衡を開発するようになる.競い合う技の高度化によ

。競技器具も改良を重ね，)l!に高度な技が可能とな

った.現在ではAからGまで7種類の難度が主主認され，

個々に0.10点から0.70点までの価値点が与えられてい

る.審判{人間}が選手(人間)の演技内容の質を評

イ析し優劣の判断を行う p といった芸術性をE重視するス

ポーツではその判断基準となる採点規則は公平な判断

を下すために重要な役割を栄たす.体操競技において

もF 審判員数の増加や作業の分業化， VTRを用いた

記録やDVDの導入，細部にわたる採点内容の構築等

の試みが行なわれた“しかし， 2005年にオーストラ

リアのメルボルンで開催された世界選手権大会後には

rlO点満点jの採点規則は廃止された.との背景に

は体操競技の貿なる発展とその特性である芸術性の向

上，そして21世紀に至るまで適用する採点規則を完成

させる自的があったと言われており，体操競技の満点
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は10点しかあり得ないと信じていた選手，指導者や

審判員，そして観客にとっても新しい採点規則は今ま

での常識を根本から覆す康史的な大改革であった

通常，採点規則はオリンピックの翌年に4年サイ lJ

Jレで改定が行われる.しかし， 2004年のアテネオリ

ンピック終了後に2005年版採点規則 (2008年北京オ

リンピック照)が発表されたにもかかわらず，翌年に

は新採点規則と呼ばれる2006年版1)女子については

2007年版"も発表され2008年の北京オリンピックに適

用された，そして200哲年2月には2012年のロンドン

オリンピックにI向けて200百年版，)の採点規則が発行さ

れている.

之の4年サイクルの慣例を破って施行された3冊の

採点鏡則にはどの様な変化があったのか?今後の女子

体操競技に求められるものは何か?等，これまで男子

採点規則に関する研究はいくつか行われているものの

叫'女子についての研究は数少ないω.

そこで，本研究は rl0点満点j廃止後の女子採点

規郎における改定内容の変遷，女子の競技を構成する

4種目{銚謁，段違い平行棒平均台，ゆか}の1種

目白である銚馬の採点部分に焦点を当て，今後の動向

と問題点を探るととを目的とした.
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2.すべての緩固に関する採点方針

1 )採点の基本方針

採点の基本方針について， 2006年版として施行さ

れた採点規則(以下，新採点規則と呼ぶ)には f演技

の内容や組立に関する現在の考え方は，ダンス系やア

クロパット系の振り付けが熟知され，ぞれが重聖書とさ

れる芸術的な演技を奨励するjと表記され，この内容

は20住吉年版ま守一貫している体操競技は伎の難し

さと美しさを競うスポーツである町女子体操界では技

術の革新や祷発に護者を震いた時期もあったが，10点

満点廃止後に施行された新採点規則からは熟練された

芸術性と多様性に富んだ演技を高く評価する方針が打

ち出されている.

2)審判員の構成

審判員は1緩自につき2名のA審判長 (200曽年版

よりDlfflcu1ty Judge圃 P審判員九 4名の日審判員

(200宮年版よりExecutionJudge : E審判員λ線審
{跳馬1名，ゆかZ名)そして4種目にl名ずつの計時

とセクレタリーで繕成され，どこれらも新採点規則施行

当初から大きな変更はないー D審判員は演t室内容の襲撃
皮価値を決定， E審判員は演技の実施と芸術性の欠点

を減点し，線審はゆか運動での境界線の踏み越し，ま

た，跳馬ではレーン1;:沿った方向の逸脱を判断する.

計侍は演技時間や失敗による演技の中断時間等をチェ

ックする セクレタリーは選Tの得点入カに責任を持
つ審判員である.

3)得点の算出方法

得点{以下，スコアと呼ぶ)の算出方法は2006年

版繍行当初から同じ方法が採用されているがP 呼称

が200吉年版から変更された表1のようにAスコアが

Dスコア(以下Dスコアと呼占~) . BスコアはEスコア

{以下Eスコアと呼ぶ)，また，演技を構成する条件

の1つセある要求グループ技は構成要求(以下，構成

主芸求と呼ぶ)となっている.

{表1)スコアの呼称と内容

醐輔 Aスコア
"，>7年臨

武田g委事腹
Dλコア

o.噂畏闘切開mw跡
、加

2006年版以前の採点規則では10点満点、の中に選手

の価値点と実施点が含まれていた.

しかし，新採点規則ではD審判員が「幾度点J， r構
成要求J，そして技の組み合わせに与えられる「組み

合わせ点Iの3っそ加算してDスコア(価償点〉を算

出 E審判員は10点満点から演技の{実施J， r全体
のバランスjや[芸術的表現jといった出来栄えを減

点しEスコア(実施点)凌算出する.そして，各々算

出されたスコアの合計点が選手の最終スコアとなる.

3.跳馬の規則と採点方法

1)一般的な規則

選手は跳躍を開始する前に実施予定の跳躍技番号を

表示し演技を開始するー演技は助走から始まり，跳躍

板での雨足踏み切事は「前向きjまたは「後ろ向きj

で行なわれる.跳躍は着手前の主主中局面(第l空中

局面l.支持局面二着手後の空中局面{第2空中局面)， 

そして着地局衝について採点が行われる"すべての跳

躍は跳躍台に碍手をついて実織され，仮に選手が跳躍

板，または跳躍台に触れていなければ昼要求されている

銚躍因数に対して1回の追加銚躍が認められる.これ

らの規則は2006年版より一貫して同じ内容が適用さ

れている E

2)跳躍技グループについて

跳躍技は表2の通り，グループ1から日(以下， Gl-

G5)に分類され. 2009年}援において若干の追加事項

が生じているがそれ以外の変更はない. G1は「第1/

第2空中局面でひねりを伴うまたは伴わない，宙返り

のない銚緩技(倒立図転とぴ，ヤマシタとぴ，ロンダ

ート入り)J，G2は「第l空中局面で1同 (360勺ひね

りを伴うまたは伴わない前方傍j立図転とぴ~第2空中

勝衝でひねりを伴うまたは伴わない前方宙返りJ.G3 
は f努l空中局爾で1/4-1/2(却。-180')ひねりを伴

う倒立回転とび(ツカハラ)-第2空中局面でひねり

を伴うまたは伴わない後方翁返りJ. G4は「ロンダ

ートから第1空中局面で後ろとぴl回(360')ひねりを伴

うまたは伴わない入り{ユルチエンコ)-第2空中局

面でひねりを伴うまたは伴わない後方宙返りJ.G5は
「ロンダートから第1空中局面で後ろとぴ1/2(180') 

ひねりを伴う入り~第2空中局面でひねりを伴う，ま

たは伴わない前方街返りjとなっている このグル

ープのG2とG5に200百年版からは後方宙返りの技が追

加された布これは「前転とぴ-1/2ひねり後方かかえ
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込み宙返りJと「前転とび-1/2ひねり後方屈身宙返 5)着地に閲する減点

りJというクエルボ系の技が難度表に復活した事によ 跳躍ではその着地方向についても減点が行われる.

るものである 2006年までは着地方向の減点の目安として跳躍台の

中心より左右それぞれに50cm幅の位置を定め，その

(表2)跳躍技の分類 位置から進行方向に4mの長さで直線レーンを引き着

• : 2009年版より後方宙返り系もG2に加えられた.

3)採点方法について

跳馬のDスコアは他の種目とは異なり，技ごとに最

低2.40点(前転とぴ〕から7.10点(前転とぴ~前方か

かえ込み2回宙返り)までの価値点が定められ，その価

値点がDスコアとなる.D審判団は実施された跳躍技

の価値を種目特有な減点とともに判断し，そのスコア

を確定する.また， E審判団は実施された跳躍から種

目特有の実施減点を行い減点後のスコアを算出する.

との2つのスコアの合計が演技を行った選手のスコア

となる これらも2006年版施行時から一貫している

4)種目特有な要求

予選(競技I)，団体決勝(競技VI)及び個人総合

決勝(競技II) における跳躍は1回とされており，予

選における跳躍スコアは団体決勝と個人総合決勝への

スコアとなる.しかし 1回の挑躍では選手は難度を

下げてでも減点の少ない安定性のある技で得点を得ょ

うとする傾向にあるため技の向上には繋がらない.従

って圏内で採用している内規では2回の跳躍を認めて

おり，技の更なる向上を推進している.また，競技I

で種目別決勝(競技m)への出場を望む場合，競技E

の規則に従って2困の跳躍を実施し，その平均点が最

終スコアとなる.その実施は第2空中局面での「宙返

りの方向が異なること」または「宙返りか宙返りでは

ないとと」が初日7年版までの条件であったが， 2009 

年版からは支持局面(跳躍台からの突き手)が重視

され 2回の跳躍はそれぞれ「前方着手」と「後方着

手Jという別々の跳躍技を実施するとととなった.と
れには跳躍を実施する選手の技の偏りを無くし，バリ

エーション豊富な技を実施させようとする目的がある

と考えられる.

地方向の減点を行っていた.しかし， 2007年4月から

は跳躍台の中心より各々横に50cm，そして2008年5月

からは45cmの地点から着地マットの長さ6m地点にお

いて各々75cm地点を終点とする放射状のレーンが採

用されている9.1ω.その減点は2007年版までは「レー

ンの外へ片足が出た着地Jが 0.10点， rレーンの外へ

両足が出た着地」は-0.30点であった しかし， 2009 

年版からはレーンの内側ではあるがレーンのラインに

接近した着地Jに対し 0.10点， rレーンの外に片足が

出た着地」には 0.30点， rレーンの外へ両足が出た着

地」は-0.50点という厳しい減点が適用されるように

なった.跳躍の第2空中局面では高さと飛距離が出る

ほど身体の軸がぶれる傾向にある.直線に設置された

レーンでは高さと飛距離が出ない選手の方が規定の枠

内に着地することが容易すく，また減点も少ない.従

って，このレーン改定の背景には第2空中局面におい

て高さと飛距離を出す選手の価値を大きく評価したい

とする目的があったと考えられる.そして， 2009年

版からは更に第2空中局面から着地に対する減点が厳

密化された.これは選手にとって更に完成度の高い安

定した跳躍と高い着地姿勢が要求されたことを意味し

ている.支持局面での着手後，確実な突き放しが実施

された後のひねりや宙返りが要求されるため，着地の

先取りが難しい前方系の技 (G2)を実施する選手が

激減している 器具への着手と同時にひねりや宙返り

を開始した場合，その高さや飛距離は伸びず，身体の

軸もぶれる.特に，ユルチェンコ系の技の場合は第

1空中局面に入る前のロンダートの正確さが着手後の

技の出来栄えを左右する.第1空中局面において正確

な入り方を実施すれば支持局面での確実な突き手と鉛

直面での身体の通過が可能となり，第2空中局面にお

ける高さと飛距離を伴う正確な着地地点も保証される.

とれらのことからも，採点する側は実施する側に対し

て更なる技の完成度と雄大性のある跳躍を望んでいる

ことになる.

6)種目特有な減点

挑馬特有な減点については，競技Eでの特有な要求

として2009年版から施行された r2回の跳躍における

支持局面が異なっていなければならない」という条件
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以外は施行当初から変わっていない.すべての跳躍技

には跳践の番号が付けられており，選手l主演技後行う

前にその跳躍授番号を審判に表示するが，表示と異な

る跳躍技を実施した場合でも減点はない調しかし，表

示後行わず実施に蚕った場合，その跳援の最終スコア

から-0.30点，また，片手だけ触れて銚腐を実施しな

かった場合は-2.0自点となる.

7)種目特有な実施減点

実施減点はれj、欠点 0.10点J• r中欠点 0.30点J• 
f大欠点-0.50点J• r超大欠点-0.80点jでカウント
される.ここでは器審判団が10点の持ち点から演技者

の実施減点を行っていくととになる(表的.

{表3)実施減点の比較

事五亜事扇面
膿の幽がり[-(I，ll)--(lji砂1

|醐時豚吋a隆副閣の開者〈または滋o閣をl[-4l.10仰一@副
一身怖の梯ほしが不+翁考案たは譲，.(かかえ込み』鹿島@擦薦描) Hl.lil--ru細目

置きが不十分[2.005，2(醐 -{!"10~←制。] 【忽潟1:-o.10--IM間
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一伸身盗勝争犠てをな~\ [2008.鍵凋1:-{I.l0--{UjQ1[2l治省-il.1tf--o.3C]

闘の翼連. [-乱開】

|醐時甑-(目隠.11::.)1-2爾資制的議揺嬢【-(1.10]
ーか...込み息身伸身獲暢が不正徳[-D.HI--{l.3IJl

l ."富市扇酒向調摩地

町主君出臨桝十分同ト胡1

第1"i!中尉閣における大きな変質項目はひねり不足

についてである. 20自6年版では「ひねむ不足jとい

う項自で 0.10点から 0.30点. 2007年j援ではそのひね

り角不足の大きさにより最大心 50点となった.しか

し，現在では跳躍グループごとに対象となる角度と減

点が細分化されているのが特徴であるや支持局面につ

いては200留年版から「規定されたひねりの時期が単

すぎるjという項目に「宙返りjが追加，ひねりと同

様に宙返りの開始時期にも確実性が求められ，第2空

中局面では身体の姿勢や着地の飛距離について2006

年版の施行当初から一貫した厳しい採点義勢が採られ

ている更に20日7年版での高d不十分に対する最大

減点は-0.50点までであったが. 2006年版と200吉年}援

には最大 0.80点が加わり，より高さのある跳躍が再

度主重要視された 一般的な項目では，スピードや迫力

のある演技が重視され. 200号年版からは9!I:::r宙返
りの回転不足jが減点項目として追加された.転倒な

しで-0.10点，転倒すれば悶0.30点となる これは商さ

と飛距離のある第2空中局間から確実な回転での宙返

り，そして着地を先取りしたま塁勢での安定した技の捌

ぎを裂求するものとして設けられたZ露首であろうと推

察される.

4.跳躍技について

跳躍技にも様々な変遷がある. 2009年版からは

「前転とぴ~1/2ひねり後方宙返り j と「ロンダート

後ろとぴ1/2ひねり-1/2ひねり後方宙返りjのタエル

ボ系が幾度表に復活し「前転とび~前方かかえ込み宙

返りひねりj系と同じ難度五誌が与えられたE 之の設は

「前転とぴ~前方かかえ込み宙返りひねりj系の技と

良く似ている 選手は得点を少しでも上げるためによ

り高く，より遠く，そして回数の多いひねり技を実施

する.クヱルポは112のひねりを実施した後に後方宙

返りを行う技であるが，以前の採点方法では審判員の

見方により表示番号違い(前転とぴ~前方かかえ込み

宙返りひねり系と判断，表示違いの減点)やひねり不

足による大幅な減点が生じ，その危険をInJ滋するため

実施者は減少し廃れていた.しかし，新採点規則の施

行とともにクヱルボ系の技が採点表に復活し，表示番

号濃いの減点も無くなった これにより大きな減点を

気にするがために「安全域の技を実施して得点を稼

ぐjという方法が不潟となり，選手側にとっては更に

商難度の技への挑戦が可能となった ことには採点側

としても少なくなった前方系の技を開発して欲しいと

いう目的もあったに違いない.また，空中局面におい

て「後方伸身宙返り 11/2ひねりjを行う技は価値点

が2009年版から0.20点低く押さえられている.以前

は11/2ひねりでも高難度な技ではあったが，最近は2

回以とのひねりを実施する選手が数多いため必然的に

価値点は低くなる.ζれは「後方伸身宙返り系jの技

t.J!一般的になってきたためであると考えられる.
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5 まとめ 規則において「実施減点、を補うような加点J，または
「価値点を上げるjなどの対処安行うことにより新し

女子体操競技に対する採点側の要求は益々増加して い技の機発が可能になると考えられる

いる. 1百28年にオランダで開催されたアムステルダ

ム大会でのエキシピション参加から約初年，その関

にはソピエト連邦{現ロシア)の洗練された優雅さと

表現カが世界を圧倒した1宙開年代から70年代， 70年

代後半からはルーマニアのナディア圃コマネチ安代表

とする確実な技と美しさ，そしてl宮畠4年に開催吉れ

たロスアンジェルスオリンピック以後はアメリカのメ

アリ一審レットンを代表とするパワー溢れる体操が世

界を支配したE その後も更に技と美しさの進化は続念

現在ではパワーに溢れながらも完成された正確な技，

単発で行う技よりも連続で行う技，ぷ骸らしい美しさ

や芸術性は勿識のこと，質の高い蓄電授が強く求められ

ている傾向にある.乙れは選手らが開発し続ける高度

な技術と美しさ，それに伴って開発され続ける新しい

器具，改定される採点規恥全ての相乗効楽である

従来，跳潟は場予が助走路に対して縦肉色女子は

横向きに設置されており，男子はツカハラやカサマツ

系(担a方系)，女子は前転とびゃ{前方系}口ンダー
ト~後転とぴ系(ユルチェンコ系)等，発展する技は

自ずと異なる嗣しかし， 2001年を壌に跳馬の形状が

大幅に改定され男女共通のテーブル製となったE その

結操，技の発援は共有化され新しい授が出尽くした感

は否めない.残念ながら跳馬は女性としての特徴が一

番隠れてしまう種目である.技においても男子と同様

にスピードとパワー.完盤な技術と安定性，技の大き

さと滞金時間，そして飛距離を追求していかなければ

今の採点規則では得点には結びつかず今後もとの要求

傾向は続くであろう 現在，女子の幾度表には f前転

とぴ~前方かかえ込み2岡宙返りjという技はあるも

のの， Zこの技に挑戦する選手は殆どいない. 之れは新

採点規郎における第2空中局面から着地にさ臣るまでの

姿勢減点が大きいことによるものと考えられる.ひね

り系の技も女子では21/2ひねりが現段階での最高難

度であるが，男子の難度表では第2空中対衝での2回

宙返りや3図ひねりの技も承認されている.

授の開発には限界もある+しかし，その開発を支え

るーっとして競技器具の東なる改良と進化があり，採

点規則もその環境を大きく左tiする.現在，男子の競

馬の高さは135cm，女子は10cm低い125cmである女了ゐ

は男子に比べて体格的に劣るものの，これからの女子

については器具の5c血アップ，もしくは男子に喰ずる

高苫の実現とともに難易度の高い技については採点
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